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◎選評　斎藤正敏
　小鳥が運んできた八ッ手の種。数年して作者の背丈を越えて葉っぱもグローブほど
の大きさに。自然界での小鳥たちの果たす役割。緑化運動の功労者に思いきり声援を
送る作者です。

小
鳥
と
木
の
実

�

金
綱　

あ
き
子

小
鳥
が
庭
に
落
し
て
い
っ
た

一
粒
の
八
ッ
手
の
種
が

数
年
で
私
の
背
丈
を
越
え
ま
し
た

子
供
の
手
ほ
ど
だ
っ
た

小
さ
な
葉
っ
ぱ
が
今
は
野
球
選
手
の

グ
ロ
ー
ブ
ほ
ど
の
大
き
な
葉
っ
ぱ
に

風
も
穏
や
か
な
初
冬
の

暖
か
い
陽
ざ
し
の
中
で

今
年
も
白
い
花
が
パ
チ
パ
チ
パ
チ
と

線
香
花
火
の
よ
う
に
弾
け
て
い
ま
す

八
ッ
手
は
幸
を
掻
き
寄
せ
る

縁
起
の
木
よ
、
と
教
え
て
も
ら
っ
た

小
鳥
か
ら
貰
っ
た
幸
せ
の
木

今
年
も
そ
ろ
そ
ろ
実
の
収
穫
期

私
の
物
よ
と
遠
慮
な
し
に

小
鳥
た
ち
が
来
る
だ
ろ
う

さ
あ
ど
う
ぞ
沢
山
食
べ
て

ど
こ
か
の
野
山
の
上
か
ら
今
年
も

種
を
ま
い
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
ね

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い

仕
事
を
す
る
小
鳥
さ
ん

あ
な
た
は
緑
化
運
動
の
功
労
者

あ
な
た
の
お
蔭
で

日
本
の
野
山
は
美
し
い
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藻
原
寺
の
山
門
を
造
り
、�

�
大
堂
を
改
修
し
た
書
家
　

花は

な

房ぶ

さ

雲う

ん

山ざ

ん
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藻
原
寺
の
山
門
は
竜
宮
造
り
と
聞

い
て
い
た
が
、
正
し
く
は
多
宝
塔
造

り
と
い
う
。

　

こ
の
山
門
は
昭
和
八
年
（
一
九
三

三
）
十
月
に
竣
工
し
た
。
造
っ
た
の

は
第
七
十
八
世
貫か

ん

首じ
ゅ

花
房
雲
山
（
明

治
三
年
～
昭
和
十
一
年
、
一
八
七
〇

～
一
九
三
六
）
で
あ
る
。
日
我
と
号

し
、
雲
山
は
書
家
と
し
て
の
雅
号
で

あ
る
。

　

雲
山
は
、
明
治
時
代
の
書
家
で
書

法
教
授
の
西に

し

川か
わ

春し
ゅ
ん

洞ど
う

（
弘
化
四
年

～
大
正
四
年
一
八
四
七
～
一
九
一

五
）
に
師
事
し
書
を
学
ん
だ
。
同
門

に
武た

け

田だ

霞か

洞ど
う

（
慶
応
元
年
～
昭
和
十

年
、
一
八
六
五
～
一
九
三
五
）、
豊ぶ

ん

道ど
う

春し
ゅ
ん

海か
い

（
明
治
十
一
年
～
昭
和
四

十
五
年
、
一
八
七
七
～
一
九
七
〇
）

が
い
た
。
共
に
昭
和
の
三
筆
と
称
さ

れ
た
書
家
で
あ
る
。

　

雲
山
が
藻
原
寺
の
貫
首
と
し
て
入

山
し
た
の
は
昭
和
七
年（
一
九
三
二
）

九
月
二
十
日
で
あ
っ
た
。
当
時
古
い

楼
門
は
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
の

台
風
で
倒
壊
し
、
祖
師
堂
（
以
後
大

堂
と
表
記
）
も
傷
み
が
激
し
く
修
繕

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

雲
山
は
、
山
門
の
造
営
と
大
堂
修

繕
工
事
を
す
る
計
画
を
立
て
、
そ
の

資
金
は
雲
山
が
天て

ん

稟ぴ
ん

の
能の

う

筆ひ
つ

を
も
っ

て
全
国
に
呼
び
か
け
浄
財
を
作
っ
た
。

　

完
成
し
た
山
門
は
、
高
さ
二
十
五

㍍
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三
階
建
て

で
あ
る
。
外
壁
は
白
、
欄
干
を
赤
、

そ
し
て
緑
の
屋
根
瓦
、
そ
の
上
に
白

い
相そ

う

輪り
ん

が
立
ち
美
し
い
。
一
階
中
央

に
は
ド
ー
ム
形
の
通
路
が
あ
り
、
両

側
に
は
高
さ
二
八
五
㌢
の
仁
王
像
が

安
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
仁
王
像
は
、

胎た
い

内な
い

銘め
い

札さ
つ

か
ら
永
禄
六
年
（
一
五
六

三
）
六
月
二
十
八
日
、
領
主
真ま

里り

谷や
つ

隼は
や

人と
の

佑す
け

信
長
が
寄
進
し
た
も
の
で
あ

る
。
傷
み
が
激
し
い
た
め
、
平
成
十

五
年
に
現
貫
首
、
持
田
日
勇
猊
下
に

よ
り
修
復
さ
れ
た
。

　
山
門
が
完
成
す
る
と
続
け
て
大
堂
改

修
に
取
り
か
か
り
、
屋
根
瓦
の
葺
替

と
同
時
に
土
台
を
持
ち
上
げ
縁
下
土

台
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
改
修
、
回
廊
、

階
段
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
造
り
替
え

た
。
そ
の
時
の
様
子
を
雲
山
が
記
録

し
た
棟
札
が
あ
る
。
棟
札
は
、
縦
一

八
二
・
五
㌢
、
横
四
〇
・
二
㌢
、
厚

さ
三
・
〇
㌢
の
大
き
さ
で
、
内
容
は
、

「
昭
和
十
一
年
自
三
月
至
十
一
月
九

ケ
月
間
大
堂
改
革
の
砌み

ぎ
り、

東
身
延
七

十
八
世
権
大
僧
正
雲
山
日
我
（
花

押
）」
と
あ
る
。
裏
に
は
大
堂
改
修

に
携
わ
っ
た
衆
徒
の
一
覧
が
書
か
れ

て
い
る
。
筆
頭
に
工
事
主
任
監
督
は

本
久
寺
住
職
持
田
貫
道
と
あ
り
、
現

藻
原
寺
貫
首
の
御
尊
父
で
あ
る
。
雲

山
門
弟
で
号
を
雲
道
と
い
う
。

　

大
堂
完
成
の
直
前
、
雲
山
は
病
と

な
り
落
慶
を
見
ず
し
て
昭
和
十
一
年

九
月
四
日
遷
化
、
六
十
七
で
あ
っ
た
。

藻
原
寺
山
門
は
雲
山
日
我
上
人
最
晩

年
の
建
造
物
と
な
っ
た
。

　

昭
和
十
一
年
十

二
月
十
三
日
落
慶

本
葬
が
執
り
行
わ

れ
た
。
藻
原
寺
に

は
常
在
講
が
奉
納

し
た
縦
七
十
四
・

五
㌢
、
横
二
一
九

㌢
の
「
藻
原
山
」

と
書
か
れ
た
雲
山

の
書
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

権
大
僧
正
、
常
寿
院
釈
貫
隆
（
花
房

雲
山
）
は
藻
原
寺
の
大
堂
左
手
の
小

高
い
所
の
歴
代
墓
所
に
眠
っ
て
い
る
。
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信
夫 ▲花房雲山の書（藻原寺所蔵）

▲藻原寺山門


